
研究の技術を磨く講座案内  

日本医療社会福祉学会は、以下の３講座を通して、研究するための技術の向上を目

指す講座を企画しました。 
 

講座Ⅰ 「情報を読み解く」  2015年 10月 24日（土）25日（日） 

 「訊く」「読む」「思考する」「調べる」「考える」技術を獲得する。 

  （本講座は、本年３月の講座を、さらに広げ・深めたものとなります。初めての方も大歓迎です。） 

 講師；今田 敬子（国際医療福祉大学特任教授 ；情報教育学）  

講座Ⅱ 「事実を測定する（量的分析）」 2015年 12月 2６日（土）2７日（日） 

 「疫学研究」「解析」「統計の基本理解」をベースに、実践の可視化を目指す 

 講師；只浦 寛子（国際医療福祉大学大学院教授 疫学研究方法論） 

講座Ⅲ 「意味を科学する（質的分析）」  2016年 2月 27日（土）28日（日） 

             多様な質的研究方法の概要から、実践を読み解き新しい概念を生成する 

技術を獲得する 

講師；松澤 和正 （帝京大学医療技術学部教授 質的研究方法論） 

 

■1講座 10時間、3講座で 30時間■ 

じっくりと「研究の技術」について演習も通して学びを深めたいと思います 

 

■会場は文京学院大学本郷キャンパス（東京都文京区向丘 1-19-1）です。 

■１講座のみの受講も可能です。 

■申し込みは先着順ですが、３講座受講の方を優先します。３０名になり次第締め切ります。 

■本講座は、認定医療社会福祉士研修ポイント対象講座です。 

 

 

10/24、/25  終了いたしました 



講 座 の 詳 細 

 

講座Ⅰ 「情報を読み解く」  2015年 10月 24日（土）25日（日） 

「訊く」「読む」「思考する」「調べる」「考える」技術を獲得する。 

（本講座は、本年３月の講座を、さらに広げ・深めたものとなります。初めての方も大歓迎です。） 

講師；今田 敬子（国際医療福祉大学特任教授 ；情報教育学） 

1. 研究に取り組むための条件 

2. 医療福祉分野におけるデータと情報収集 

3. エビデンスベースドプラクティスと研究倫理 

4. 研究の戦略をたてる 

5. 研究のプロセスを理解する 

6. 自分の課題についての文献検索を行う（演習） 

文献検索と資料 

文献データベースの特性 

研究課題の焦点化と検索語 

7. 自分の研究枠組みを構成する 

8.研究論文の構造を理解する 

 可能なら、参加者各自の研究課題を、（もし未だ定まっていない場合には、今後取り組みたい問

題など気になっている事項を）Ａ４・一枚に書いて持参して下さい。 

それをベースに講義の中で、各自が加筆修正していき研究計画策定の準備が出来るように指導し

ていきたいと考えています。 

 

講座Ⅱ  「事実を測定する（量的分析）」 2015年 12月 2６日（土）2７日（日） 

「疫学研究」「解析」「統計の基本理解」をベースに、実践の可視化を目指す 

講師；只浦 寛子（国際医療福祉大学大学院教授 疫学研究方法論） 

量的研究の特徴とメリットはどこにあるだろうか。 

研究しようとするときどのように現象を掴み取り、測定し、可視化することができるだろうか。 

測定しようとするデータには種類があり、その取扱いも異なる。 

疫学研究手法をベースに量的研究の基礎的な知識と技術を習得する講座である。 

SPSSの演習を通して、より実践的な技術もトレーニングする。 

 

 

10/24、/25   

好評のうちに終了いたしました 

ご参加のみなさまありがとうございました 

定数に達しましたが

増席しました。 

若干名のお申し込

みをお受けできます 

締切 12/16 



 

 

講座Ⅲ 「意味を科学する（質的分析）」  2016年 2月 27日（土）28日（日） 

多様な質的研究方法の概要から、実践を読み解き新しい概念を生成する 

技術を獲得する 

 

講師；松澤 和正 （帝京大学医療技術学部教授 質的研究方法論） 

１）質的研究法の概要 

・質的研究法の基本概念 

・質的なデータ収集について  

・質的な分析方法（GTA、m-GTA、エスノグラフィー、ナラティヴ・アプローチ、 

現象学的アプローチ、テキストマイニング、シークエンス分析等）について 

シークエンス分析の実践的方法論と研究例について 

２）「研究的臨床実践」の方法 

・日常実践を同時に研究的な実践として見る意義と方法の概略 

・アセスメントモデルと記録のあり方について 

・日常的な分析ツールとしてのシークエンス分析 

３）事例からのトライアル 

・事例を用いて「研究的臨床実践」の意義やあり方を考える。 

・事例を用いて「研究的臨床実践」を疑似的に試行してみる。 

 

 

 

 

申込み、会場の詳細は次頁以降をご参照ください 

 

 

 

 

 

 

定数に達しましたが

増席しました。 

若干名のお申し込

みをお受けできます 

締切 2/17 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お申し込み用紙 

  フリガナ   

  

◆印は該当するものに☑を入れてください。 

  切り取らずＦＡＸしてください。 

  

 氏   名   

 所属機関名   

 ◆当会入会状況  □会員     □非会員 

 ◆連絡先  □所属機関  □自宅 

 連絡先住所 

連絡先電話番号/FAX 

〒 
  

電話番号            FAX 

連絡先電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ   

 ◆申込み内容 

□ ３講座事前申込み  □参加費分割納入希望 

□ 講座Ⅰ 

□ 講座Ⅱ 

□ 講座Ⅲ 

2015 年度  日本医療社会福祉学会セミナー 
  

【セミナー会場】 
  文京学院大学 本郷キャンパス 

〒113-8668 東京都文京区向丘 1-19-1  

TEL：(03)3814-1661（代表） 
  

【日程】 
  講座Ⅰ 2015年 10月 24日（土）25 日（日） 

  講座Ⅱ 2015年 12月 26日（土）27 日（日） 

  講座Ⅲ 2016年   2月 27日（土）28 日（日） 

  

【スケジュール 3講座共通】 

1日目：10：30 受付 11：00～18：00（昼食休憩含） 

2日目：  9：30受付 10：00～15：00（昼食休憩含） 

  

【受講料】 

 会  員 1講座：15,000 円、  

 非会員 1講座；20,000 円、   

   

【申込み方法】 
  ＦＡＸまたは E-mail で学会事務局にお申し込みください。 （E-mail の場合：下記 FAX の内容をご記入ください） 

 
 ◆受付期間◆ 

・3講座事前申し込み・講座Ⅰのみの方：2015 年 9月 15日～2015年 10月 15日 
・講座Ⅱのみ・講座Ⅲのみの方：2015年 9 月 15 日～それぞれの講座の 10日前 

・お申し込み確認後参加証・請求書をお送りいたしますので、事前に指定口座にご入金ください。 

 

【お問合せ先】 

日本医療社会福祉学会 事務局 

東京都新宿区住吉町 8-20 四谷ヂンゴビル 2F（公社）日本医療社会福祉協会事務局内 

TEL ０３－５３６６－１０５７  FAX ０３－５３６６－１０５８ 

E-mail： jsswh-post@jaswhs.or.jp     URL: http://jsswh.umin.jp/     

 



 

 

ご 案 内 
 

 

■１講座のみの受講も可能です。 

 

■本講座は、認定医療社会福祉士研修ポイント対象講座です。 

 

■追加募集のご案内   

講座Ⅱ、講座Ⅲについては既に定員に達しておりますが、受講可能人数を若干増

やしましたのでこれからのお申し込みもお受けできます。 

各講座の 10日前までにお申し込みください。 

 

■会場案内 

会場の詳細につきましては、請求書と一緒にご案内をお送りいたします。 


